
背景と目的

1994年11月，酪農学園大学獣医学科で野生動物

学を正規課程に盛り込むことが機関決定され，その

担当として，今回の著者，浅川が任ぜられた。そこ

で，当時，浅川は，既に同大で野生動物の生態調査

に積極的に取り組んでいた公認学生サークル野生動

物生態研究会（以下，野研）と，この科目を盛り立

てるため，特に，野幌森林公園内における実地教育

などの連携を打診した。これが受け入れられ，同時

に顧問に就任した。以後，22年が経過し，結果的に，

野研と本学の野生動物医学との密接な関係性が構築

された。

しかし，その関係性とは，具体的に，どのような

ものであったのであろうか。大学とは研究を基盤に

教育をする場である。そして，ある研究は公表論文

により完結をする。そこで，この疑問に答えるため，

既卒者を含む野研部員が著者として関わった論文を

回顧的に手繰り，いつ，どのような分野で共同研究

がなされたのかを解析し，今後の動向を探った。な

お，この内容のうち，鳥類関連に関しては，石黒佑

紀氏（現・酪農学園大学獣医学群獣医学類感染・病

理学分野の４年生で，野研部員でもある）により，

2016年９月，北海道大学で開催された日本鳥学会年

次大会ポスター発表の内容が包含されている。

材料と方法

浅川が著者として含まれた国内の学術誌・大学紀

要などに掲載された著作は約700件があり，酪農学

園大学の情報公開サイト CLOVER教員業績目録上

で公開されている。また，和文が中心となるが，そ

の一部は，同じく CLOVERにて PDF版として公

開もされている。それら公表論文群から，野研部員

が著者として加わった論文・報文を選別し，その内

容を分野別に分け概要の整理をした。なお，口頭あ

るいはポスターなど，いわゆる「学会発表」は，未

公表として対象外とした。

結果と考察

選別の結果，既卒者を含め野研部員が関わった論

文本数は「引用文献」で示した131編で，筆頭ある

いは共著で関わった人数は29であった（表１）。こ

れらのうち，英語論文は37編で，日本語論文が大半

を占める。英語で記されていない論文は，科学的な

価値が無いと見なされることがあるが，少なくとも

啓発活動含む教育的な意義はあり，特に，本論文で

扱うような教育的な効果を論考する場合は，こう

いったものも参照されよう。

さて，注目されることとして，鳥類を対象にした

ものが67編とほぼ半数を占めていたことであった。

特に，文部科学省の競争予算を受け附属動物病院（現

動物医療センター）構内に野生動物医学センター（以

下，WAMC）が設立された2004年を前後に比較す

ると，その設立後に出版されたものが35編であり，

この施設が鳥類（医）学研究で連携強化を促進させ

たことが推し測られた。これらの中には，餌付け禁

止の根拠や社会的不安を惹起した大量死解明など，

社会的な貢献を果たしたものも含まれた。

寄生虫（病）学の論文が91編となり，多数を占め

るが，これは著者の専門性を反映した結果であるの

で，不思議ではないが，このような研究を牽引して

きた野研部員には，次のようなカテゴリーが含まれ
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る；１）獣医学科（獣医学類）の著者主宰のゼミに

配属された学生・院生・研究生，２）同学科である

がそれ以外のゼミに所属した学生，３）獣医学科以

外の学生。もちろん，１）が大半を占めるが，２）

および３）も含まれる。たとえば，非ゼミ学生では，

学芸員課程における学内実習でWAMCの材料を

分析し，食性や標本カタログなどが刊行された。だ

が，このような機会も，2013年にこの課程が廃止さ

れたため，失われてしまった。

今回の回顧的な作業により，部員が卒業した後の

診断依頼や共同研究の直接的な影響のほか，卒業後

の進路（所属研究室の選定，大学院進学，就職，学

芸員などの資格取得など）に間接的に影響を与えた

と解されるものも確認された。１）には獣医学研究

科博士課程まで進学した二名も含まれ，WAMCで

の研究展開で大きな原動力となった。著者は，現在，

酪農学研究科修士課程も兼任しているので，獣医系

以外の方も受け入れ可能である。ただし，WAMCで

動物（死体や糞などを含め）を取り扱う場合，本学

規定で定められている感染症および動物実験の研修

の事前受講が必要であるし，破傷風の予防接種は自

身を守るため必須である。また，ゼミ活動として

WAMCを活用する場合は，指導教員と著者との事

前相談が原則である。

通常，大学の研究教育活動は教員がトップダウン

式に行われるが，卒後進路の多様性が高まりつつあ

る今日，以上のようにWAMCのようなハードで，

意欲ある学生と伴にボトムアップ式に行うことで，

キャリア形成や研究内容の広がり，お互いにとって

有効な状況を醸し出すことが確認された。

なお，以上で対象としたものは論文のみであった

が，いわゆる「学会発表」でとまっているものも夥

しい。論文化や公表には教員が関わらないと難しい

部分があるので，その停滞は，著者の責任である。

ここで掲載されてはいないが，ほかにも数多くの野

研部員が関わっており，かつ現在も，WAMCで行わ
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表1 著者と酪農学園大学野生動物生態研究会部員との共同研究分野

魚類

寄生虫（病）［75，76，79］

両生類

寄生虫（病）［72，82］

爬虫類

寄生虫（病）［28，31，32，47，70，73，81］

真菌（病）［66］

標本目録［２，74］

鳥類

寄生虫（病）

原虫［27，55］

蠕虫［12，30，50，53，56-60，65，88，95，97，99，100，102-105，111，112，114，117，119，120，121，126］

節足動物［52，84，122，125，128］

複合［87，89，106，108，109，118，131］

中間宿主［３，71］

寄生虫（病）以外の感染症（病原体）［11，13，16，51，123］

中毒［49］

剖検記録［１，96，98，101，107，110，113，115，116，127，129］

食性［83］

標本目録［８，９，17，26，93，94］

哺乳類

寄生虫（病）

原虫［21，33，34，36，37，40］

蠕虫［６，22，38，39，41，42，44，46，54，90］

節足動物［35，45，78，80，130］

複合［４，15，25，48，61，62］

寄生虫（病）以外の感染症（病原体）［７，24，29，92］

繁殖生理・成長・遺伝子分析［18，19，67］

剖検記録［64］

遺跡調査・絨毛鑑定［５，14，69］

標本目録［43］

傷病救護記録・鳥獣寄生虫（病）［23，85，86，124］

教育［10，20，77］



れる研究の進展で彼らの支援を受けていることを最

後に記しておく。
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要 旨

著者と公認学生サークル野生動物生態研究会との

共同研究の概要を紹介し，野生動物医学分野での意

義を論じた。

Summary
 

An overview of research activities on wild animal medicine and biology performed with the Wild Animal
 

Ecological Society,Rakuno Gakauen University,Japan,was given,and a brief comment about an educa-

tional view of the scientific field was presented.
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